
供 花 料 編



84

Ⅲ　学校の管理下の供花料支給対象の死亡の状況

◇　供花料支給対象の死亡の発生件数（平成27年度　支給対象事例）

表－7　場合別の発生件数

場　　　合 競技種目 小学校 中学校 高等学校・ 
高等専門学校

特別支援学校 幼稚園・
保育所等 総計

高
特別活動

（除学校行事） 給食指導 2 1 3

保育中 1 1

課外指導 体育的部活動
野球（含軟式） 1 1
バドミントン 1 1

休憩時間

休憩時間中 1 1
昼食時休憩時間中 1 1
始業前の特定時間中 2 2
授業終了後の特定時間中 1 1

通学中
登校（登園）中 1 1 5 7
下校（降園）中 2 5 1 8

総　　　　計 7 1 15 2 1 26

表－8　死因別の発生件数

小学校 中学校 高等学校・
高等専門学校

特別支援学校 幼稚園・
保育所等 総計

高
突　然　死 心　臓　系 2 2

頭部外傷 2 1 7 1 1 12

窒息死（溺死以外） 2 1 3

内臓損傷 1 1 2

全身打撲 2 3 5

その他 2 2

総　　　　計 7 1 15 2 1 26

表－9　男女別の発生件数

小学校 中学校 高等学校・
高等専門学校

特別支援学校 幼稚園・
保育所等 総計

高
男 3 1 13 2 1 20

女 4 2 6

総　　　計 7 1 15 2 1 26

表－⓾　死因別の発生件数（事故の型別）

小学校 中学校 高等学校・
高等専門学校

特別支援学校 幼稚園・ 
保育所等 総計

高
徒歩 3 4 7

自転車 1 5 1 7

原動機付自転車 1 1

その他 4 5 1 1 11

総　　　計 7 1 15 2 1 26

学校種別
死　因　別

供花料とは、学校の管理下における児童生徒等の死亡で第三者から損害賠償が支払われた
こと等により、死亡見舞金が支給されないものに対して支給するものです。
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１　小学校における供花料支給対象の死亡の事例

〔Ⅰ〕特別活動（除学校行事）　
（１）給食指導

27供 -1 小 1 年・女 その他

学校給食が原因と思われる病原性大腸菌O-157 による食中毒症状をおこし死亡した。
27供 -2 小 5 年・女 その他

学校給食が原因と思われる病原性大腸菌O-157 による食中毒症状をおこし死亡した。

〔Ⅱ〕休憩時間
（１）休憩時間中

27供 -3 小 4 年・男 頭部外傷

掃除終了後の休憩時間中、教諭の資料が、教室の南側柱に設置されていた扇風機にからんで

いるのを発見した他の児童が、棚の上に乗って直そうとしていた。本児童が手伝うと言い、棚

の上に乗って資料を移動させた時バランスを崩し、2 階の窓から１階のコンクリート部分に転

落した。その際、頭部を強打した。（担任は、廊下で他の児童の指導をしていた。）すぐに落下

場所に駆けつけたが、反応がなかった。救急車で搬送、さらにドクターヘリで、病院に搬送し

た。治療を受けたが翌日死亡した。

（２）授業終了後の特定時間中
27供 -4 小 1 年・女 頭部外傷

5校時終了後に行った全校集会以降、保護者より依頼のあった待機児童十数名については、 

3階図書館で預かりを実施した。最初のうちは本を読んだり、宿題をしていたり、友だちと読

み聞かせをしていたが、走り回ったりかくれんぼと思われる遊びをしている児童もでてきて、

落ち着きのない状況となっていた。午後4時前に職員が不在となって以降、本児童は北側窓の

下部にあった本棚に上がり、さらに開いていた窓の窓枠に、室外を背に座るなどしていた直後

に転落した。事故直後は、呼吸停止、心停止状態であったが、心臓マッサージと人工呼吸を行

い、救急車を要請、専門の医師と看護師がヘリコプターで到着し、救急救命処置を行ったが、

同日死亡した。

〔Ⅲ〕通学中
（1）登校（登園）中
❶徒歩

27供 -5 小 2 年・男 内臓損傷

徒歩での登校中、Ｔ字交差点の横断歩道を渡る際に、本児童の前方から左折してきたクレー

ン車に接触して転倒し、車体に引き込まれ下敷きになった。救出活動が行われたが意識はなく、
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救急搬送されたが、同日病院で死亡が確認された。

（2）下校（降園）中
❶徒歩

27供 -6 小 2 年・男 全身打撲

本児童は帰宅するため通学路を歩いていた。信号がない交差点の横断歩道を横断していたと

ころ、右方向から走行してきた貨物トラックにひかれた。救急搬送されたが死亡した。
27供 -7 小 3 年・女 全身打撲

下校バスに乗り、自宅前の路側帯で妹とともに下車。本児童は、バスの前から道路を横断し

ようとしたときにバス後方から走行してきた車にひかれた。約 50m引きずられたところで車は

停車した。話し掛けても体を動かすことはなく、意識はなかった。救急車による搬送及びドク

ターヘリを要請。ドクターヘリの医師の措置後、ヘリで搬送されることなく病院に救急車で搬

送。医師による懸命な措置がなされたが死亡した。



87供　花　料　編

２　�中学校における供花料支給対象の死亡の事例

〔Ⅰ〕通学中
（1）登校（登園）中
❶自転車

27供 -8 中 2 年・男 頭部外傷

自転車で登校途中、坂道を下って出た交差点で、走ってきた乗用車に 10m程度はね飛ばされ、

そこに対向車線を走って来た軽乗用車に再びはねられた。医療機関に搬送されたが手当ての甲

斐なく同日死亡した。
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3　�高等学校・高等専門学校における供花料支給対象の死亡の
事例

〔Ⅰ〕課外指導
（1）体育的部活動
❶野球（含軟式）　

27供 -9 高 1 年・男 突心臓系

午後 3 時 30 分頃から練習を開始し、キャッチボール、ティーバッティング、守備練習等を行っ

た。 その後ランニングを開始し午後 7 時 55 分過ぎ、ランニング中の本生徒は、左前方にコー

スを大きく逸脱し、バランスを崩して仰向けに倒れた。野球場から救急車で病院に搬送、救命

医療が施された後、転院し治療を受けたが翌日死亡した。

❷バドミントン
27供 -10 高 3 年・男 突心臓系

下級生の指導のため、半年ぶりに部活動に参加した。準備運動及びコートで羽根打ちをした

後に基礎打ち練習を約 20 分間行った。終了後顧問が声を掛けると、「疲れた」と笑顔で答え、

その後 10 分弱程同級生のスマッシュをレシーブした次の練習を始めて約 1 分後に、足がふら

つき、うしろ向きに転倒した。顧問が声を掛けると意識がなかったが、一旦意識が回復し、自

ら上体を起こした。しかし、再び意識がなくなったため、救急車を要請し、直ちに病院に搬送

した。その後、意識の戻らないまま数週間後に死亡した。

〔Ⅱ〕休憩時間
（1）昼食時休憩時間中

27供 -11 高 3 年・女 頭部外傷

昼休みの時間中に、5 階廊下窓から中庭に転落した。

（2）始業前の特定時間中
27供 -12 高 1 年・男 窒息死（溺死以外）

登校してきた生徒が、教室のうしろにあるフックで首を吊っている本生徒を発見した。病院

に搬送、治療を受けたが同日死亡した。
27供 -13 高 3 年・女 窒息死（溺死以外）

学校の出来事による死亡
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〔Ⅲ〕通学中
（1）登校（登園）中
❶自転車

27供 -14 高 1 年・男 全身打撲

自転車で友人と登校中、歩道から車道に飛び出し、後方から走ってきた自家用車にはねられ

た。進行方向右前方にはね飛ばされ、中央分離帯で頭部を打ち付けた。救急車で医療機関へ搬

送されたが、死亡した。
27供 -15 高 1 年・男 頭部外傷

登校中、自転車で自宅から最寄り駅に向かう途中、道路を横断しようとした際、直進してき

た自動車にはねられ頭を強く打った。直ちに搬送されたが、病院で死亡が確認された。
27供 -16 高 2 年・男 内臓損傷

駅から自転車で通学途中、交差点横断歩道手前から斜めに進入したところ、自動車の前部に

衝突し、衝突地点から 10m程度はね飛ばされた。落下時に頭部を強く打ち、意識不明となり、

救急車で病院に搬送され手術を受けたが同日死亡した。
27供 -17 高 2 年・男 全身打撲

登校途中、本生徒は横断歩道で信号待ちをしていたが、国道のＴ字路交差点で乗用車同士が

衝突し、そのはずみで直進した一台に巻き込まれ、事故にあった。

❷原動機付自転車
27供 -18 高 3 年・男 頭部外傷

原動機付自転車で登校中、信号機のない十字路交差点で、乗用車と本生徒の乗った原動機付

自転車がぶつかり、衝撃で街路灯柱に激突し、さらに飛ばされた。原動機付自転車は大破し 2

つに分断され、ヘルメットはフルフェイス型を着用していたが、衝撃で飛ばされていた。意識

がない状態で医療機関に搬送されたが同日死亡が確認された。

（2）下校（降園）中
❶徒歩

27供 -19 高 2 年・男 頭部外傷

徒歩で帰宅途中、自宅付近の信号のない交差点で横断歩道を渡っている途中、わき見運転の

車にはね飛ばされ、頭部を強打した。意識不明の状態で、肺炎を併発し数か月後に死亡した。
27供 -20 高 2 年・男 頭部外傷

部活動を終え、駅まで歩いて下校していた。駅付近の押しボタン式信号の横断歩道を渡って

いたとき、車が 3 台通過し、そのうちの 2 台目の車と接触した。病院に救急搬送されたが翌日

死亡した。
27供 -21 高 2 年・男 頭部外傷

下校時、自宅近くのスクールバス停留所で降車後、横断歩道を渡っているときに走ってきた

乗用車に衝突された。病院で手当てを受けたが数日後に死亡した。
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本生徒は、他の部員とともに部活終了後に自主練習をした後、一人で最寄り駅まで歩いてい

た。信号のある交差点で横断歩道を渡っていたところ、直進してきた自動車にはねられた。緊

急搬送され、治療を受けたが数十日後に死亡した。

❷自転車
27供 -23 高 3 年・男 全身打撲

自転車で帰宅途中、横断歩道を走行中に、国道から左折してきた大型（10t）トラックの前

輪に自転車ごとひかれて車両下に巻き込まれ、10m程引きずられた。救急車で搬送されたが、

心肺停止の状態で死亡が確認された。

27供 -22 高 3 年・男 頭部外傷
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4　特別支援学校における供花料支給対象の死亡の事例

〔Ⅰ〕特別活動（除学校行事）
（1）給食指導

27供 -24 特高 3 年・男 窒息死（溺死以外）

給食指導中、さやから出した枝豆と刻んでとろみをつけたラーメンをスプーンで本生徒の口

に入れたところ、体を硬くし、のどに詰まった様子であった。すぐに車椅子の胸当てをはずし、

前かがみにし、背中をたたくと枝豆とラーメンが出たので、マットに横にしてしばらく様子を

見ていたが、便失禁、呼吸を感じられない、呼びかけにも応じないので、直ちに救急車を要請、

人工呼吸と心肺蘇生を行う。AEDは、学校が2回、救急隊が1回解析したが、全て電気ショッ

クの必要なしのメッセージが出た。病院に搬送、ICUにて加療するが、数十日後に死亡した。

〔Ⅱ〕通学中
（1）下校（降園）中
❶自転車

27供 -25 特高 2 年・男 頭部外傷

部活動終了後、通常の通学経路で自宅へ自転車で帰る途中、青信号で交差点を渡ろうとし

た際に、右折してきたダンプカーと衝突し、約 3m程飛ばされてアスファルトで全身を強打し、

意識不明の重体となった。ICUで治療を受けたが１週間後に死亡した。
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5　�幼稚園・幼保連携型認定こども園・保育所等における供花
料支給対象の死亡の事例

〔Ⅰ〕保育中
27供 -26 幼 3 歳・男 頭部外傷

家族参観日に屋上に出た際、フェンスに立てかけてあった強化プラスチック製の子供用プー

ルによじ登ったところ、プールが倒れてきて下敷きになり、頭部を強打する。受傷後、すぐに

救急車で病院に搬送、手術を受け入院治療を続けていたが、数十日後に死亡した。


